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ボイスレコーダー

表計算ソフト



TMBRI法とは
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共有

測定

可視化分析

検討

レビュー会議の問題は、
目的が曖昧なことで発生

Time Measure Based Review Improvement

レビュー会議の時間を測定し可視化1

2 分析し目的を明確化・共有
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可視化で何が分かるのか

会
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指摘(軽微)

修 正 案

ま と め
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可視化で何が分かるのか

会
議
経
過
時
間（

分）
→開 始 宣 言

議 論

説 明

指摘(重大)

指摘(軽微)

修 正 案

ま と め
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指 摘
修正案

指 摘
修正案

指 摘 修正案

指 摘
修正案

指 摘
修正案レビュー会議の問題は何か？

(案)指摘の直後に修正案の検討を実施している



レビュー会議の目的の種類
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会議進⾏の指導
レビューでの説明の経験

仕様説明で共有・合意形成

欠陥の検出方法
過去の不具合情報

欠 陥 検 出

修正案の検討

知 識 移 転 教 育

情 報 共 有

指摘の修正案・修正方針



レビュー会議の目的の種類

8
仕様説明で共有・合意形成

欠陥の検出方法
過去の不具合情報

欠 陥 検 出

修正案の検討

知 識 移 転 教 育

情 報 共 有

レビュー会議の目的にズレ

会議進⾏の指導
レビューでの説明の経験

作成者

レビューア

指摘の修正案・修正方針
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可視化で何が分かるのか(2)

発言の時間割合
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可視化で何が分かるのか(2)

発言の時間割合レビュー会議の問題は何か？
案)軽微欠陥の指摘に時間を費やしている



レビュー会議の目的のレベル
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レビュー会議の目的のレベル
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欠
陥
検
出

機 能 矛 盾

機 能 重 複

軽
微
欠
陥

重
大
欠
陥

文 言 不 統 一

誤 字 脱 字

レビューア 上司

レビュー会議の目的のレベルにズレ



レビュー会議の問題の発生原因
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目的にズレ 目的のレベルにズレ

レビュー会議の目的が曖昧である



TMBRI法
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Time Measure Based Review Improvement

レビュー会議の時間を測定し可視化1

2 分析し目的を明確化・共有

共有

測定

可視化分析

検討



しかし、時間は測定可能で絶対的な指標でもある
15

時間というのは、たとえ同じ時間でも
置かれた状況や⽴場で感じ方が変わる

なが〜いなが〜い なが〜い



検証(1)
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対象としたレビュー会議
・作成者：若⼿
・参加人数：5名

・レビュー会議の予定時間：1.0時間
・レビュー会議の実施時間：2.2時間

設定した目的
欠陥検出
修正案の検討



検証(2)
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一つの修正案検討に多く時間

開 始 宣 言

議 論

説 明

指摘(重大)

指摘(軽微)

修 正 案

ま と め

無発言

雑談

修正案を細かく検討

振り返り

改善案:
修正案は方針まで
詳細は別会議



検証(3)
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後半に雑談が多い

開 始 宣 言

議 論

説 明

指摘(重大)

指摘(軽微)

修 正 案

ま と め

無発言

雑談

意味のない雑談

振り返り

改善案:
休憩
別日に設定



検証(4)

レビュー会議の実施時間 2.2時間

可視化の所要時間 3.5時間
1.5倍
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可視化に時間 → 工夫の余地あり



まとめ
レビュー会議の問題
目的の種類やレベルが曖昧な事で発生

TMBRI法
レビュー会議の可視化により
目的を明確にする手法
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共有

測定

可視化分析

検討



ご清聴ありがとうございました

共有

測定

可視化分析

検討



参考資料



発言内容分類
分類 説明

開始宣言 背景の説明、レビューの目的などの確認
説明 成果物の内容読み上げ
議論 指摘に対する議論
修正案 指摘に対する修正案の検討
意図の質問 指摘に対する意図の確認
指摘（重大）重⼤⽋陥、レビュー対象以外への懸念事項
指摘（軽微）誤字脱字等の軽度指摘
まとめ 指摘内容の確認、次回予定など
指導 参加者への指導
雑談 レビュー対象と無関係の会話
無発言 参加者が発言をしない時間、開始の遅延時間



目的の共有/設定 共有

測定

可視化分析

検討

レビューの目的を参加者全員で共有する。
下記の発言分類表を参考に、目的達成のためには、どの分類が有効かを確認す
る

分類 説明 欠陥
検出

欠陥
修正

情報
共有 教育

知識
移転

開始宣言 背景の説明、レビューの目的などの確認 〇 〇 〇 〇 〇
説明 成果物の内容読み上げ 〇 〇 〇 〇 〇
議論 指摘に対する議論 〇
修正案 指摘に対する修正案の検討 〇 〇
意図の質問 指摘に対する意図の確認 〇 〇 〇 〇 〇
指摘（重大） 重⼤⽋陥、レビュー対象以外への懸念事項 〇 〇 〇 〇 〇
指摘（軽微） 誤字脱字等の軽度指摘
まとめ 指摘内容の確認、次回予定など 〇 〇
指導 参加者への指導 〇 〇
雑談 レビュー対象と無関係の会話
無発言 参加者が発言をしない時間、開始の遅延時間
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アンケート結果
設問 1 2 3 4

効果
検証項目

Q1.他者が持っている課題は共有
できたか

3
人
2
人
0
人
0
人

Q2.レビューの目的は明確になった
か

2
人
2
人
１
人
0
人

Q3.TMBRI法を適用することで，
改善ができそうか

2
人
3
人
0
人
0
人

導⼊容易性
検証項目

Q4.TMBRI法を自分の組織に導
入できるか

2
人
3
人


